
ESD のの視点で活動を見直してみませんか

会場 : 近畿中国森林管理局 大会議室
（大阪市北区天満橋 1-8-75）

大阪環状線「桜ノ宮駅」
下車徒歩 5 分

共　催
きんき環境館（近畿環境パートナーシップオフィス）
〒540-6591　大阪市中央区大手前 1-7-31 OMM ビル 5 階

TEL06-6940-2001  FAX06-6940-2022
E-mail office@kankyokan.jp

大阪環境パートナーシップネットワーク「かけはし」
〒537-0025　大阪市東成区中道 1-3-62

TEL06-6972-7666  FAX06-6972-7684
E-mail kakehashi@mbox.kannousuiken-osaka.or.jp

近畿中国森林管理局　箕面森林ふれあい推進センター
〒530-0042　大阪市北区天満橋 1-8-75

TEL050-3160-6727 FAX06-6881-2055
E-mail kc_fureai@rinya.maff.go.jp

日時 : 平成 28 年 1 月 25 日 ( 月 )

森林環境教育
（森林 ESD)

活動報告・意見交換会

　林野庁では、従来から「森林」をフィールドとする「森林環境教育」を推進し

ており、国有林内においても、遊々の森や学校林・協定締結の森などで、学校やており、国有林内においても、遊々の森や学校林・協定締結の森などで、学校や

森林ボランティア団体・企業などが、創意工夫した多くの活動が行われています。森林ボランティア団体・企業などが、創意工夫した多くの活動が行われています。

　一方、教育現場では「環境教育」の一層の充実を図るため、ESD（持続可能な開発 ( 発展 ) のための教育）の視点に立っ　一方、教育現場では「環境教育」の一層の充実を図るため、ESD（持続可能な開発 ( 発展 ) のための教育）の視点に立っ

た学習指導の充実とそのための地域との連携が求められています。た学習指導の充実とそのための地域との連携が求められています。

　「森林」をフィールドとする「森林環境教育」についても、ESD の視点から捉え直すことで、「目的」「意義」が理解され、　「森林」をフィールドとする「森林環境教育」についても、ESD の視点から捉え直すことで、「目的」「意義」が理解され、

プログラムの方向性や改善点が明確となることや ESD プログラムの実践の場として「森林」が持つ多様性を再認識するこプログラムの方向性や改善点が明確となることや ESD プログラムの実践の場として「森林」が持つ多様性を再認識するこ

とができます。とができます。

　そうした、森林環境教育の実践事例やその成果についての活動報告・意見交換会を通して、成果の共有化・相互交流により、　そうした、森林環境教育の実践事例やその成果についての活動報告・意見交換会を通して、成果の共有化・相互交流により、

活動の活性化と「森林」での環境教育（ＥＳＤ）の普及を図ります。活動の活性化と「森林」での環境教育（ＥＳＤ）の普及を図ります。

森林環境教森林環境教育（森林ＥＳＤ）（森林ＥＳＤ）
活動報告発表団体を活動報告発表団体を
募集しています募集しています

13 時～ 17 時

応募応募
資格資格

近畿中国森林管理局管内の国有林・民有林等で、
森林を活用した森林環境教育を実践している学校
関係や森林ボランティア団体、企業、公共機関

申込用紙に必要事項を記入し、応募してくださ

い。応募期限９月末。

申し込み多数の場合、活動内容等を審査し、選考
結果を 10 月 20 日までに直接通知します。

募集募集 １０団体（１０事例）

近畿中国森林管理局　箕面森林ふれあい推進センター

TEL050-3160-6727 FAX06-6881-2055　E-mail kc_fureai@rinya.maff.go.jp

応募応募
方法方法

決定決定
通知通知

活動報告・意見交換会(H28.1.25開催)におい
て、活動概要とESDの視点を取り入れた取組の
成果及び評価表(別途送付)により、発表をおこ
ないます。(発表時間12分）

発表発表
内容内容

問合問合
せ先せ先

団体の発表者１名の旅費
を近畿中国森林管理局が
負担いたします。

旅費旅費
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（※箕面森林ふれあい推進センター HP から申込用
紙を印刷し、郵送または FAX で応募してください。）

ふれあいセンター HP　URL http://www.rinya.maff.go.jp/kinki/minoo_fc/  
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